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第 66 巻 第 9号 8月号

1296 ―皮膚科の臨床・2024―

　最近，他科に入院したばかりの高齢の患者さんに，瘙痒が強いコントロール不良の全身の
アトピー性皮膚炎があるとの依頼で拝見したところ，角化型疥癬だったということがありま
した。その方は自宅からの入院で，感染源は不明でした。イベルメクチンやフェノトリン
ローション（スミスリンⓇローション）などの薬剤が認可され，治療方法は確立しています。
また，ダーモスコピーによって疥癬トンネルを確認して，検体の採取部位が特定できるよう
になり，顕微鏡検査による確定診断も容易になっています。しかし，一方で診察の機会が
減って疑うことがなくなったため，見逃されることも増えている気がします。ダーモスコ
ピーで疥癬トンネルの有無を確認するひと手間をかけるだけで大きな誤診を回避できます。
　さて，今月号は膠原病の特集です。特に皮膚筋炎が多く扱われていて，臨床講義も沖山奈緒子
教授の皮膚筋炎です。皮膚筋炎は，文字通り皮膚症状と筋炎症状を伴うわけですが，筋炎を
欠いて急速進行性間質性肺炎を伴うものもあるため，皮膚科医による診察が，診断に重要な
位置を占めます。沖山先生の講義を引用させていただくと，皮膚筋炎の皮疹には，各種診断
基準にあるヘリオトロープ疹，ゴットロン丘疹，ゴットロン徴候のほかに，副徴候として暗
紫紅色斑，爪郭部毛細血管拡張，多形皮膚萎縮，機械工の手，皮膚石灰化，皮膚潰瘍，瘙痒
があります。体幹部の瘙痒のある紅斑も特徴的で，前胸部にみられる Vネックサイン，上背
部にみられるショールサインのほかにも，背部の広範な皮疹で肩甲骨部がスペアされている
「天使の羽徴候」もあります。近年，皮膚筋炎でさまざまな自己抗体が同定されて，診断の
補助だけでなく，臨床型の違いもわかってきました。今回の報告でも抗MDA5抗体，抗ARS
抗体，抗 TIF1-γ抗体，抗Mi‒2抗体，抗 SAE抗体などのさまざまな自己抗体の陽性が表題
に示されています。抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎では筋症状を欠き，急速進行性間質性肺炎
を合併する例が多いことから，特に注意が必要となります。
　皮膚筋炎は早期に診断しなければ，致死的な場合もある疾患です。疥癬は，診断がつけば
治療は簡単ですが，診断がつかなければ解決しない疾患です。いずれも皮膚科医でなければ
診断に至らず，皮膚科医の存在価値を示すべく，見逃さないよう日頃から心に留めておきた
いと思います。
 （林　伸和）
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